
(1) 担当支部： 首都圏－２ 13441
分水嶺区分 2004年 ８月 ２７日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
上野美裕 13407
冨樫信樹 13441
七尾　一 13444
佐藤レイ子 13466

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 野反峠
分水嶺到達点E448 野反峠 138 39 36 41 34 1,566 10:35 10:55 A-1
E449 十二山 138 39 36 41 32 1,663 11:05 11:30 A-1
E450 エビ山 138 37 36 42 9 1,748 12:50 12:55 A-1
E451 高沢山 岩菅山 138 37 36 42 33 1,986 14:05 14:10 A-1 三角点
E452 大高山 岩菅山 138 35 36 42 53 2,094 16:30 16:35 A-1

分水嶺離別点 五三郎小屋分岐 16:45 16:50 A-1
歩行終了点 五三郎小屋 17：05 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

E449 十二山 3 真南
E451 高沢山 3 真南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

ルート上での水場は五三郎小屋で得られた。

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

五三郎小屋は２万５千分の１の地図ではほぼ分水嶺上に記載されていたが、実際は２００ｍぐらい魚野川の支流小ゼン沢に下ったと

開花している高山植物はアキノキリンソウ、ワレモコウ、ハクサンフウロウ、リンドウ、ホツツジであった。

ころにある。小屋の前に水場がある。小屋は荒廃し、屋根の一部が壊れて空が見えるが宿泊は可能である。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

5時間00分

ルート上には大きな樹木は少なく、ダケカンバやモミの樹高は数ｍで、クマザサが多い。

総歩行時間（休憩時間を除く）：

良好

特記事項

弁天山から５００ｍ西の十二山のガレ場で見晴らしの良いところに設置されていた。

保存
状況
良好

事務局整理記入欄 01会－1
曇り

4名 名

会員番号：冨樫信樹
(3)山行日：E448野反峠～E452大高山～五三郎小屋分岐

三角点

4
44

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

44

19
16

野反湖
野反湖
野反湖
野反湖

A班は長野原浅草口から野反峠で分水嶺に達し、赤石山で合流。B班は山田峠～横手山経由で赤石山に至る。

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

長野原浅草口駅よりタクシーで野反峠。


